


















































   
  
 さて、図１からは何が見えるだろうか。入所者の年齢は 15 歳から 19 歳までが最も多く、
夜間定時制高校の就学年齢と重なっていることが分かる。その中でも最も多いのが 17 歳、
思春期まっただ中の高校２年生である。家庭関係に課題を抱えた子どもたちが児童福祉制


















































図１：子どもシェルター利用者の実態調査報告書（2012 年キリン福祉財団助成事業） 12 頁 
⼦どもシェルター⼊所者の⽣活環境 















 埼玉県は平成 24 年度、これまでの文部科学省「スクールソーシャルワーカー活用事業」
による小中学校へのスクールソーシャルワーカー（以下ＳＳＷｒと略記）の派遣に加えて、県
独自の事業として「定時制高校生自立支援プログラム事業」を開始し、事業の一環として
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